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開設に向けて設置構想中

都市科学部（仮称）

建築学科（仮称）　入学予定定員 70名

都市基盤学科（仮称）　入学予定定員 40名

環境リスク共生学科（仮称）　入学予定定員 50名

都市共生学科（仮称）　入学予定定員 60名

〒240-8501　神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台79-1 http://www.ynu.ac.jp

学生生活を送るために必要と
なる各種手続きや諸問題につ
いての相談に対応するため、
学生センターをオープンしてい
ます。1階にはナビ・ポートがあ
り、2階には「なんでも相談室」
が開設されています。3階には
就職支援を行うキャリアサポー
トルームがあります。入学から
就職対策まで一連の学生生活
を支える体制を整えています。

東京駅から約28分
新横浜駅から約12分
羽田空港国内線ターミナル駅から約23分

時刻表とバス停の場所のご案内
http://www.ynu.ac.jp/access/

本学のキャンパス内には路線バス（相鉄バス・横浜市営
バス）が運行されており、キャンパス内6か所のバス停
で乗り降りできるようになっています。時刻表とバス停
の場所について、下記のご案内をご覧ください。

バス構内乗入れ

横浜駅までの所要時間

入学料 授業料282,000円（現行）

●パノラマ閲覧席
パノラマ閲覧席は、解放感ある学習ス
ペースです。持ち込みのPCでインター
ネットの利用も可能です。

●メディアホール
講演会や研究発表会などに対応できる
プロジェクタや無線LANを備えたイベ
ントスペースです。

[春学期] 

267,900円（現行）
[年額] 

535,800円（現行）

約76万冊の蔵書と1100席の
閲覧席があります。個人では
入手困難な図書資料や電子情
報等によって、教育・研究活動
をサポートしています。自学自
習のためのPCプラザには70
台以上のパソコンを設置。また
グループ学習のためのワーキ
ングスタジオやメディアホール
があり、館内にはカフェも設置
されています。

1階／ナビ・ポート
各種証明書の自動
発行機を設置して
いるほか、情報発
信の場として就職
支援等のイベントを
実施しています。

●2階／なんでも相談室
学業・健康・進路・友人等、学生生活
を送るうえで、困ったことやわから
ないことを気軽に相談できます。

中央図書館

学生センター

「都市科学部（仮称）」ではユニークなカリキュラムを導入します。

ナンバリング※を用いた履修モデル提示
を行い、学修の道筋を学生に明確に示
します。

2学期６ターム制を積極的に導入し、在
学期間中の国内や海外の企業や大学ある
いは研究機関などでの研修活動や半年あ
るいは１年の短期留学の実行可能性を高
めます。

在学中に身につけるべき教育的知識・能
力を重視し、学部独自で開講する科目（学
部共通科目）を大幅に導入するとともに、
履修基準と制限を工夫して、在学中３か
年以上にわたって、哲学、文化などを学
ぶことにより、人間的な成長を深めます。

※ ナンバリング
授業科目に番号を付し分類することにより、学修段階や順序などの教
育課程の体系性を明示すること。

1 2 3

大学の国際交流活動に連携し、重点交流
大学の位置する国の言語や文化を学ぶ科
目、たとえばブラジルのポルトガル語な
ども語学科目として認定します。

所属する学科を途中で移動することはで
きませんが、他学科の科目の履修の柔軟
性を高めるとともに、条件を満たせば、
他学科の先生のもとでの卒業研究の実施
も可能になり、複数分野にまたがった勉
強ができます。

5
都市を支える人間にとって必要な俯瞰的
かつ横断的な知識と思考力（「リスク共
生」と「コミュニティ・イノベーション」）を
養成するための基本的学問（基幹知）を共
通領域として学びます。

64

育てる人材像
理工系の素養を学びかつ、本学の基本理念の先進性、開放性、国際性、実践性を強く打ち出し、多次元的な世界を相互理解でき、横断的な課
題解決ができる力を備えた人材の輩出をめざします。

リスク共生の基本を学び、自然・都市・社会環境のリスクを総合的に理解し、異分野との連携をとおして、生命・財産や社会の資産、都市機能を
守り、リスクと共生する都市・地域、安心・安全社会の実現を担う人材を育てます。

都市・地域の多様なコミュニティにおいて、イノベーションを創出・牽引する、21世紀型の持続可能な都市社会を担う人材を輩出します。

特に東アジア・東南アジア、中南米などでの異なるさまざまな文化、社会、商習慣、法律制度、環境リスクに適応し自己発信できる人材を輩出
します。

本学部・学科の概要は予定であり、今後変更になる場合があります。
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行政、グローバル企業、外資企業、国際機関、NGO、
コンサルタント、芸術文化支援財団・企業、
横浜国立大学大学院都市イノベーション学府へ進学

ゼネコン、道路会社、鉄道会社、公務員、コンサルタント、
国際機関、横浜国立大学大学院都市イノベーション学府へ進学

環境や建設分野のコンサルティング会社・シンクタンク、
自然環境に関わる公務員、リスクコンサルティング会社・シンクタンク、
行政機関、都市防災関係、エネルギー関係、NPO等、
横浜国立大学大学院環境情報学府へ進学

建築学科（仮称）

研究領域のキーワード

［履修科目例］

　伝統ある先進的な建築学教育を軸に、都市を都市基盤や防災・
安全・リスクを包括して総合的に学ぶ視点、人類学・地理学的な
視点から批評的に考える視点、グローバルに都市を捉える視点を
加えて学びます。
　横浜をLiving Labo として活用することにより、社会課題や人
の営みの実像についてフィールドワークを通じて臨床的に学ぶこと
ができます。また、社会のリアルな問題に向き合い、問題を抱える
社会システムに積極的に関わり、相互に応答していく建築の可能
性を探求していきます。
　日本で唯一国際スタンダードの建築スタジオ教育を実践する大学
院コースを持ち、その成果を学部の教育に還元させることにより世
界に通用する建築の創造力・思考力を育みます。

　世界をリードする創造的建築家・都市デザイナー、構造エン
ジニア、設備エンジニア、都市計画技術者、都市環境計画技
術者、防災技術者、まちづくり・都市計画のファシリテーター、
ランドスケープデザイナー、編集者・キュレーター、NPOリー
ダー、国際機関職員及びリーダー、地方自治体職員および首
長、具体的な都市ビジョンとともに社会システムを更新してい
く社会リーダー・発言者。

　豊かで持続可能な生活空間、産業・生産活動の礎を構築す
るため、技術の限界と避けることのできないリスクを認識し、
既存の産業形態にとらわれず、総合的な視点からイノベーティ
ブに、安全で靱性の高い国土基盤、地球環境と経済的効率性
のバランスある社会基盤の実現に貢献できる、また今日的グ
ローバル課題解決に貢献できる土木技術者を育成する。

リスクの基本原理を理解し、地球・生態系の自然環境、および
都市環境におけるリスクを総合的に学び、豊かさの実現とリス
クのバランスを適切に管理するリスクと共生する社会の実現を
担う人材。そのために必要なソリューションを提供・実践する、
異分野との横断的な連携、社会と対話ができる人材。

現代の社会・政治の問題に対する強い関心と、文化に備わる
共生の力に対する深い知識を持ち、地域コミュニティの再構築
や日本文化の海外発信に代表されるグローバル・コミュニケー
ションに活かすことができるビジョンを持った人。未来の都市
社会・文化の豊かさに貢献する活動のできる人。

都市基盤学科（仮称） 環境リスク共生学科（仮称） 都市共生学科（仮称）

建築士（受験資格の基礎要件を満たすことができます。）

［学びの概要］

育てる人材像

目指せる主な進路

［取得可能な資格］

［履修科目例］

　伝統的な土木工学、都市基盤学教育を中心に、都市を総合的に
学ぶ視点、デザインマインドを学ぶ視点、防災やリスクを学ぶ視点、
グローバルに都市を捉える視点を付加して学びます。
　構造工学、水工学、地盤工学、計画学、コンクリート工学の基
幹５分野に加え、都市環境及び持続的発展、国際協力分野を充実
させ、自然環境との調和、地球環境と社会的公平性と経済的効率
性のバランスある発展、国際的な技術協力支援などの今日的課題
に取り組みます。

技術士補、測量士補

［学びの概要］

未来を生み出す建築、社会を支える建築のあり方を学ぶ 実践性・国際性を強化し、防災教育を推進する 都市・地方・自然環境のリスクと解決策を総合的に学ぶ 世界の多様な価値観から、未来のコミュニティを切り拓く

育てる人材像

目指せる主な進路

［取得可能な資格］

［履修科目例］

　ヒトから都市、生態系、地球までのシステム全体を俯瞰的に理
解し、リスクの基礎理論、都市・地域におけるさまざまな環境リ
スク（地球・生態の自然環境、人工環境、社会環境のリスク）につ
いての知識を多角的に学びます。また、私たちが豊かさを求める
営みと、表裏一体で生じているリスクとのバランスを適切にマネ
ジメントする「リスク共生」の視点から、持続可能な社会を実現す
る都市・地域づくりへの適切な解決策を考え、それを実践できる
能力を身につけるために、異なる分野同士の連携・恊働、社会調
査手法、リスクマネジメント、政策、組織、自治体の計画、GIS(地
理情報システム）等による空間解析手法などについて、フィールド
での演習なども取り入れて、文理を融合した視点で実践的に学び
ます。

［学びの概要］

育てる人材像

目指せる主な進路

［履修科目例］

　現代の社会では、多様な価値観、文化的背景、経済的環境の相
違などから様々な問題が生じています。その本質を理解し、解決
策の構想と実践を通じて、コミュニティや社会のネットワーク再構
築の方法を学びます。ローカルな都市社会・文化の課題を分析・
理解して解決策を提案する能力や、グローバルな都市社会・文化
の多元性を理解して、持続可能な世界を育むための能力を高めま
す。人と都市社会・文化の本質を把握する能力を深め、対話・コ
ミュニケーションや表現によって、文化や世界の断裂を克服するた
めの、アクティブなプロジェクトや政策提言をまとめ上げる力を養
います。ローカルとグローバル、両方のフィールドでコミュニティ
やネットワークを再構築し、文化－社会の側面から未来の都市や地
域を開いていく学科です。

デザインスタジオ、人間生活と建築計画、都市・地域環境計画、
建築構造計画と構造デザイン、建築都市メディア論、
建築インターンシップ、社会デザイン輪講・フューチャーセッションなど

建築事務所、ゼネコン、住宅メーカー、不動産会社、公務員、
横浜国立大学大学院都市イノベーション学府へ進学

地域都市計画、地震防災都市論、都市環境システム論、
建設の国際プロジェクトマネジメント、海岸環境工学、
メインテナンス工学、途上国における都市づくり、
海外インターンシップなど

環境リスク共生学、環境・エネルギーシステム論、リスク情報処理、
都市生態学、保全・復元生態学、地球システム論、
GISによる地域解析演習、社会調査法など

コミュニティ社会・文化概論、メディア・コミュニケーション概論、
異文化交流概論、政治分析と解決、国際日本学、国際開発学、
フィールド実践入門、文化マネジメント演習、海外研究スタジオなど

［学びの概要］

育てる人材像

目指せる主な進路

建築都市環境デザイン 建築構造デザイン

建築・都市空間デザイン 建 築 理 論

研究領域のキーワード

サステナビリティ 国 際 支 援

土 木 工 学 防 災 ・ 減 災

研究領域のキーワード

リ ス ク 共 生 持続可能な社会

都 市 環 境 自 然 環 境

研究領域のキーワード

メディア・コミュニケーション創造 社会・文化政策立案

都市・地域再生 社会開発・国際支援

最先進都市『横浜』をフィールドに総合的に学び
グローバルに活躍する人を育てる新しい学部が誕生します。

学部の特徴
●都市についての自然科学を中心に、社会科学や人文科学の視点や考え方も組み入れて総合的に学ぶ、文理融合の学部です。

●建築、土木、環境、防災、人文社会など都市・地域づくりの諸領域を学びます。

●わが国や新興国などのこれからの都市・地域づくりを担う視野の広さを養います。

●多様なリスクの要因でもある都市を対象に、豊かさを求める営みと、表裏一体で生じているリスクのバランスを適切にマネジメントする「リスク共生」
と、たくさんの人々が価値観や文化、習慣などの壁を超えてつながる革新的なコミュニティの創造（「コミュニティ・イノベーション」）を基幹知として学
びます。

●ローカルとグローバルの接点である都市が、スケールを超えて資源やエネルギーなどを調達しつつ人間に豊かさとリスクをもたらす実態を、人－建築－
都市－地球というスケールにまたがって、俯瞰的、構造的、空間的に学びます。

●開港以来、国際性を育み、大きな地震のリスクと丘陵地から水際空間まで多様な様相の都市空間を有し、環境未来都市としての新しい取り組みを展開
するグローバル都市横浜をフィールドに都市科学を学びます。

●特に人材育成において重要度の高い、建築学、都市基盤（土木）学、環境リスク共生学、都市共生学を学科として設置します。他の領域は本学の他学
部の提供する科目で学びます。

建築遺産を自然災害から守り後世に伝えていきたい！
過去の自然災害の教訓から古い建物の弱点を学び、文献・現地調査による古建築の
復元、耐震・免震技術の応用による構造補強、リノベーションによる古民家再生など、
地域の伝統と文化を今に伝える歴史的建造物の修復・保全・活用を通じた地域活性の
核となる建築環境の創出手法を学びます。

世界中でイノベーティブな建築を設計してみたい！
世界中の都市で地域の価値を変えていくイノベーティブな建築が求められています。
社会をリードしていく建築家になるために、建築デザイン、構造デザイン、環境工学、
都市計画などの建築の基礎学理を学ぶだけでなく、変化する世界の都市情勢や社会
課題、災害リスクへの理解、各地の気候、歴史、文化、生活などの地域の特性をフィー
ルド調査でよく観察、理解しながら建築を総合的にデザインしていく方法を学びます。

建築学科（仮称）

自然災害のリスクを誰にでもわかるように可視化したい！
国の経済指標であるGDP、GNPや、国民の幸福量指標であるGNHなどと同じよう
に、自然科学や社会学に基づく国レベルでの自然災害に対する安全性指標が必要で
あるという考察のもと、国の自然災害に対するリスク指標を提案します。

自然災害に負けない地域社会の基盤を支える
ゼネラル・マネジメント・エンジニアになりたい！
毎年のように風水害、土砂災害の被害に見舞われている東南アジアなどの国々を対
象に、その国の文化や習慣を学ぶとともに、その地方の災害リスクの把握・分析を踏ま
えた総合的な洪水管理計画をつくり、早期警報システムを含む防災体制の強化策を
検討して、実現可能性について調査します。

都市基盤学科（仮称）

自分たちの都市やコミュニティの生活空間を活性化させたい！
少子高齢化した団地・住宅街やシャッターストリート化した商店街を、社会調査の手法や
文化芸術の持つ創造性を活かして再生し、観光・産業振興や地域活性化を支援するな
ど、都市やコミュニティの問題を「社会」「文化」「政策」の視点から観察・調査・分析し、映
像などの感性的表現を含め、生活空間の活性化へ向けた「発信」のノウハウを学びます。

海外の都市と地域で社会活動支援ができる人になりたい！
アジア、南米、アフリカ等の都市における、急激な人口過密化と都市の基盤整備の遅れ
等による都市のスラム化などの国際社会のかかえる危機や問題を「政治」「文化」「人間」
の視点から把握し、現地のコミュニティでのフィールドワークなどを通じて問題解決の方
法を学びます。

都市共生学科（仮称）

地球システムと生態系の仕組みを基礎に、
持続可能な新しい都市の形を提案する！
地球環境問題を俯瞰的に理解し、既存の都市にとらわれることなく、世界の人々が等しく
将来にわたって水、食料、空間、エネルギーを持続可能に利用できる都市を新たにデザイ
ンできる人材を養成します。大陸プレート境界に位置し、世界最大の地震リスクを抱える
グローバルシティの一角である横浜・神奈川地域をフィールドに広い視野を持ち、都市と
それをとりまく地域、地球環境のつながりについて学びます。

私たちの生活を豊かにする次世代エネルギーを
都市や地域に導入するために貢献できる人になりたい！
エネルギーについて基本的な知識を身につけ、地域のエネルギーシステムの役割や環
境との関わりを理解した上で、地域の生活を豊かにする次世代エネルギーシステムをデ
ザインし、経済面、制度面など多面的に評価し、関係者の合意形成の課題も乗り越えて実
現にこぎつける方法論を学びます。

環境リスク共生学科（仮称）

都市科学部（仮称）には、こんな将来につながる学びがあります。

■新しい学部、それは『都市科学部（仮称）』です。
人類が直面しているさまざまな課題や危機を克服して、持続可能な社会を実現するために、2030年には世界人口の6割が集中し、活動がますま

すグローバルに広がる都市の将来像、あるべき姿を描き、それを実現していくための革新的な科学『都市科学』を学びます。

■『都市科学』で重要な視点、それは「コミュニティ・イノベーション」と「リスク共生」です。
　革新的な科学で、あるべき都市を実現するためには、これまでになく多様な人々の協働が必要です。価値観や文化、習慣などの壁を超えてつな
がる革新的なコミュニティを創造しなければなりません（「コミュニティ・イノベーション」）。また、エネルギーの消費が地球温暖化にともなう風水害をも
たらすなど、私たちの豊かで便利な生活にはリスクがつきもので、これからの都市には、そのことをしっかりと認識して、豊かさとリスクのバランスを適
切にマネジメントする「リスク共生」の視点が特に重要です。

■文理にわたる幅広い総合的な学びを、最先進都市「横浜」で展開します。
こうした考えに基づいて、『都市科学部（仮称）』は、都市づくりの中核を担う「建築学科」、「都市基盤学科」、自然環境要因も含めて都市におけ

るリスク共生を担う「環境リスク共生学科」、コミュニティ・イノベーションを担う「都市共生学科」の4学科で構成され、最先進都市「横浜」を学びのフ
ィールドとして、グローバルに活躍する人材を育てます。
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資料４ 日本留学アワーズ受賞（表彰状） 
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資料５ 出身高校地域別志願者数 
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小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計 小計
前期日程 131 15 14 35 14 7 8 17 263
後期日程 231 20 15 59 20 10 8 20 358

計 362 35 29 94 34 17 16 37 621
前期日程 178 12 7 25 17 3 7 14 263
後期日程 271 7 8 24 21 6 4 17 358

計 449 19 15 49 38 9 11 31 621
前期日程 51 1 1 1 1 0 0 2 57
後期日程 71 0 0 4 1 0 1 1 78

計 122 1 1 5 2 0 1 3 135
前期日程 45 3 3 6 1 3 1 2 64
後期日程 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 45 3 3 6 1 3 1 2 64
前期日程 405 31 25 67 33 13 16 35 625
後期日程 573 27 23 87 42 16 13 38 819

計 978 58 48 154 75 29 29 73 1444
前期日程 85 16 14 34 18 7 3 20 197
後期日程 157 21 25 43 21 8 6 32 313

計 242 37 39 77 39 15 9 52 510
前期日程 170 11 9 23 11 10 5 10 249
後期日程 231 12 9 21 30 13 5 17 338

計 401 23 18 44 41 23 10 27 587
前期日程 36 2 2 5 2 2 0 6 55
後期日程 70 5 0 6 3 1 1 5 91

計 106 7 2 11 5 3 1 11 146
前期日程 36 4 0 6 4 0 0 4 54
後期日程 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 36 4 0 6 4 0 0 4 54
前期日程 327 33 25 68 35 19 8 40 555
後期日程 458 38 34 70 54 22 12 54 742

計 785 71 59 138 89 41 20 94 1297

44.4% 11.1% 66.7% 33.3%

22.9% 24.8% 60.5% 39.5%

23.7% 27.9% 68.3% 31.7%

26.7% 30.1% 72.6% 27.4%

25.7% 26.6% 67.7% 32.3%

18.6% 21.2% 47.5% 52.5%

26.7% 45.2% 90.4% 9.6%

35.9% 26.6% 70.3% 29.7%

58.3% 41.7%

26.2% 30.3% 72.3% 27.7%

H27年度

教育人間科学部 人間文化課程

理工学部

建築EP

都市基盤EP

地球生態学EP

H26年度

教育人間科学部 人間文化課程

理工学部

建築EP

都市基盤EP

地球生態学EP

総計

神奈川県
比率

東京都
比率

関東
比率

他府県
比率

総計

四国 九州
合計

関東
東北・
北海道

北陸 中部 近畿 中国

24.0% 19.0%

一般入試における出身高校地域別志願者数【地域別】
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神奈川 茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 小計 北海道 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 小計
前期日程 54 4 2 8 12 11 40 131 9 1 4 1 15
後期日程 95 12 6 11 15 14 78 231 8 2 2 2 2 4 20

計 149 16 8 19 27 25 118 362 17 3 2 6 2 0 5 35
前期日程 71 8 2 4 18 11 64 178 7 2 1 1 1 12
後期日程 92 6 1 1 26 21 124 271 3 3 1 7

計 163 14 3 5 44 32 188 449 10 0 2 4 1 1 1 19
前期日程 15 1 7 2 26 51 1 1
後期日程 21 1 1 6 7 35 71 0

計 36 0 2 1 13 9 61 122 0 0 0 1 0 0 0 1
前期日程 23 1 4 17 45 1 2 3
後期日程 0 0

計 23 0 0 0 1 4 17 45 1 0 0 2 0 0 0 3
前期日程 163 12 5 12 38 28 147 405 17 1 2 8 1 0 2 31
後期日程 208 18 8 13 47 42 237 573 11 2 2 5 2 1 4 27

計 371 30 13 25 85 70 384 978 28 3 4 13 3 1 6 58
前期日程 35 2 2 5 5 36 85 6 2 2 4 2 16
後期日程 60 4 1 3 10 7 72 157 6 2 2 5 1 1 4 21

計 95 6 3 3 15 12 108 242 12 4 4 9 1 1 6 37
前期日程 68 6 2 3 22 15 54 170 6 1 1 2 1 11
後期日程 71 3 1 4 22 20 110 231 5 2 1 2 1 1 12

計 139 9 3 7 44 35 164 401 11 3 2 4 0 1 2 23
前期日程 12 1 6 4 13 36 1 1 2
後期日程 27 1 2 3 6 31 70 1 1 1 2 5

計 39 1 0 3 9 10 44 106 2 0 1 2 0 0 2 7
前期日程 24 2 1 3 6 36 3 1 4
後期日程 0 0

計 24 2 0 0 1 3 6 36 3 0 0 0 0 0 1 4
前期日程 139 10 4 4 34 27 109 327 16 3 3 7 0 0 4 33
後期日程 158 8 2 9 35 33 213 458 12 4 4 8 1 2 7 38

計 297 18 6 13 69 60 322 785 28 7 7 15 1 2 11 71

総計

関東 東北・北海道

H26年度

教育人間科学部 人間文化課程

理工学部

建築EP

都市基盤EP

地球生態学EP

総計

H27年度

教育人間科学部 人間文化課程

理工学部

建築EP

都市基盤EP

地球生態学EP

一般入試における出身高校地域別志願者数【都道府県別内訳】
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前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計

総計

H26年度

教育人間科学部 人間文化課程

理工学部

建築EP

都市基盤EP

地球生態学EP

総計

H27年度

教育人間科学部 人間文化課程

理工学部

建築EP

都市基盤EP

地球生態学EP

新潟 富山 石川 福井 小計 山梨 長野 岐阜 静岡 愛知 三重 小計 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 小計
5 6 2 1 14 7 1 15 10 2 35 5 2 4 1 2 14
4 7 3 1 15 3 9 6 21 16 4 59 1 5 6 3 1 4 20
9 13 5 2 29 3 16 7 36 26 6 94 1 10 8 7 2 6 34
4 1 1 1 7 1 3 7 11 3 25 1 1 8 5 1 1 17
3 2 1 2 8 1 4 1 7 9 2 24 1 4 10 3 3 21
7 3 2 3 15 2 7 1 14 20 5 49 2 5 18 8 4 1 38

1 1 1 1 1 1
0 2 1 1 4 1 1

0 0 1 0 1 0 0 0 2 1 2 5 0 0 0 1 1 0 2
1 2 3 1 1 4 6 1 1

0 0 0
1 0 0 2 3 0 1 0 1 4 0 6 1 0 0 0 0 0 1
10 7 4 4 25 1 11 1 23 25 6 67 2 6 10 10 2 3 33
7 9 4 3 23 4 13 7 30 26 7 87 2 9 16 6 5 4 42
17 16 8 7 48 5 24 8 53 51 13 154 4 15 26 16 7 7 75
5 4 1 4 14 5 5 8 14 2 34 2 2 4 6 4 18
8 5 7 5 25 3 1 6 11 17 5 43 2 3 6 5 2 3 21
13 9 8 9 39 3 6 11 19 31 7 77 4 5 10 11 2 7 39
6 1 1 1 9 1 4 7 10 1 23 1 2 3 4 1 11
2 2 4 1 9 1 3 1 5 10 1 21 1 5 7 14 3 30
8 3 5 2 18 2 7 1 12 20 2 44 2 7 10 18 3 1 41
1 1 2 2 2 1 5 1 1 2

0 1 1 4 6 1 2 3
1 0 1 0 2 1 2 0 3 5 0 11 1 2 1 1 0 0 5

0 1 3 2 6 2 2 4
0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 0 6 0 0 2 0 2 0 4
12 5 3 5 25 1 11 6 20 27 3 68 3 4 10 11 2 5 35
10 7 11 6 34 5 4 7 17 31 6 70 4 10 13 19 5 3 54
22 12 14 11 59 6 15 13 37 58 9 138 7 14 23 30 7 8 89

北陸 中部 近畿
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前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計
前期日程
後期日程

計

総計

H26年度

教育人間科学部 人間文化課程

理工学部

建築EP

都市基盤EP

地球生態学EP

総計

H27年度

教育人間科学部 人間文化課程

理工学部

建築EP

都市基盤EP

地球生態学EP

鳥取 島根 岡山 広島 山口 小計 徳島 香川 愛媛 高知 小計 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄 小計
2 5 7 2 2 1 3 8 4 2 1 1 4 4 1 17 263

1 8 1 10 2 4 1 1 8 6 2 1 2 2 6 1 20 358
1 0 2 13 1 17 4 6 2 4 16 10 0 4 2 3 6 10 2 37 621

3 3 1 3 3 7 8 2 1 3 14 263
4 2 6 3 1 4 8 2 1 2 1 1 2 17 358

0 0 4 5 0 9 1 6 4 0 11 16 2 1 4 1 1 1 5 31 621
0 0 1 1 2 57
0 1 1 1 1 78

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 2 0 3 135
2 1 3 1 1 1 1 2 64

0 0 0 0
0 0 0 2 1 3 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 2 64
0 0 2 10 1 13 3 5 5 3 16 14 0 2 3 1 6 5 4 35 625
1 0 4 10 1 16 2 7 3 1 13 14 2 3 3 3 2 8 3 38 819
1 0 6 20 2 29 5 12 8 4 29 28 2 5 6 4 8 13 7 73 1444
2 1 3 1 7 1 1 1 3 8 2 3 1 1 1 3 1 20 197
3 1 1 3 8 1 2 1 2 6 11 2 2 3 2 3 8 1 32 313
5 1 1 4 4 15 1 3 2 3 9 19 4 5 4 3 4 11 2 52 510

4 5 1 10 1 2 2 5 6 2 1 1 10 249
5 7 1 13 2 3 5 7 2 3 2 1 1 1 17 338

0 0 9 12 2 23 1 4 5 0 10 13 4 4 3 1 0 1 1 27 587
1 1 2 0 4 1 1 6 55

1 1 1 1 5 5 91
0 0 1 2 0 3 0 0 0 1 1 9 1 0 0 0 0 1 0 11 146

0 0 3 1 4 54
0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 0 0 4 54
2 1 5 9 2 19 1 3 3 1 8 21 5 5 2 1 1 4 1 40 555
3 0 6 9 4 22 1 4 4 3 12 23 4 5 5 3 3 9 2 54 742
5 1 11 18 6 41 2 7 7 4 20 44 9 10 7 4 4 13 3 94 1297

四国 九州
合計

中国
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資料６ 横浜国立大学「都市科学部」（仮称）設置に 

関するアンケート調査【企業版】 
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資料７ 調査票様式【企業版】 
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資料８ 企業・地方自治体等からのヒアリング社会ニーズ調査 
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企業・地方自治体等からのヒアリング社会ニーズ調査

【都市社会共生学科】

・「異なる文化、宗教、価値観を持つ人々が集中する「都市」では、ＩＴ発信の仕方次第で

は、対立や軋轢を引き起こしかねない。だからこそ、都市創生を考える時、多様な文化を

理解できる人材育成が必要。そのような素養を備えた人材育成がリスク回避につながり、

仕事のスピーディー化に貢献できる」（広告業）

・「異なる文化の中で育った人間をどう捉え、彼らとどう対峙するかという問題をめぐる思

考力と解決力が重要」（コンサルティング）

・「都市に根差す文化的な商業施設を開発・運営する企業として、都市社会が複雑化し、一

つの専門知だけでは問題解決が難しくなっている現代において、都市社会を多角的な視

点から見つめ、その問題を様々な角度から捉えられる方は、既存の組織に変革をもたらす

“人財”として有用であると考えます」（小売業）

・「これからの開発には、都市環境や建築、コミュニティに関する深い理解が不可欠だと考

えている」（建築業）

・「各業界の垣根を超え、それぞれの専門性を“つなぐ専門家”が必要で、その“つながり”

から生まれるイノベーションが、これからの日本の産業に不可欠」（コンサルティング） 
・「都市そのものが引き起こす課題をどのように解決していくのかは大切であるが、大学の

役割は対症療法的なソリューションを出すことでもない。法や哲学などのリベラルアー

ツを少しでも深く学んでほしい」（NPO 法人）

・「理系から提供される街作り・都市計画系の科目についても、基本は勉強しておくべき」

（地方自治体」

・「大事なのはリベラルアーツの教養。歴史、世界観、国家観、ぶれない価値観など幅広い

「常識」が極めて重要。それがしっかりしていないと多面的な問題に直面した際、その問

題を解決し、また新たな価値をクリエイトできない」（卸売業）

・「文化マネジメントにおいて経営的能力に長けた人が出てきてほしいという思いがある」

（NPO 法人） 
・「文科系でこのようなものをやることに意味がある。なぜならば理詰めではないところか

らアイディアがでてくるからである。イノベーションを起こすためにはグローバルとロ

ーカルの視点を有した文科系に頼ることが重要」（広告業）

・「『グローバル⇔ローカル』のように、双方向で行き来できるような教育内容が好ましい」

（コンサルティング）

・「都市に関わる様々なステークホルダーと実際に協働してプロジェクトを実施する、或い

は、インターンシップを実施することで、都市がいかに多様な人々によって作られている
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のか／様々な人々が関わっているのかということを、学生の方々が実体験できる機会が

あると、学びがより一層深いものになる」（小売業）

・「専門実践能力をつけるためにはどれだけ現場に入りこめるかが重要になる。継続的に社

会とつながる場としてインターン・「地域連携科目」・ゼミなどを通じて上級生が下級生を

コミュニティの現場で継続的に指導するような仕組みも必要」（コンサルティング）

・「モノの流れと社会の仕組みをフィールドリサーチなど、自らの目と足で体感すること。

そのうえで、“エコ”だけではない環境対策、これからの産業・生活とこれからの環境共

生を提案する」（コンサルティング）

【建築学科】

・グローバル化への適応、リスクマネジメント能力は今後更に求められる要素となる。（建

設業）

・複雑化する都市の諸問題に対して、工学的な知識のみならず、多面的な視点で解決できる

人材が期待できる。（地方自治体）

・理工学と人文社会系を融合した教育、人材育成は大いに賛同。これまで建築界にイノベ―

ティブな人材を輩出してきたことがさらに強化される。（建設業）

・広い視野を持った人材を育成できる期待がある。社会的課題を理解し、生活・社会・安全

や、歴史・文化・環境に配慮し、空間に新しい価値を見出す人材を求めている。（建設業）

・大学教育以外にもさまざまな問題があるので、大学カリキュラムとしてどこまでやれるか

については難しい点もあると思われるが、国際的視野を広げることのできるような教育

が望ましい。（建設業）

・建築を創る仕事は単にデザインだけでなく様々な知識や要望を立体的に考察し統合し、

様々な関係者との交渉をまとめていくコーディネーター的な能力が必要。（地方自治体） 
・イノベーションを起こすには、実践的なセンスが必要不可欠である。座学だけではだめで、

アクティブラーンニングを重視してほしい。（地方自治体）

・法律（地権者とのトラブル）、経済（資金調達の現実、投資家への理解獲得）、施工（新た

な技術・手法の採用）など。ひとつの共通テーマを通して、関わる専門分野がどのような

ものであるかを学ぶ機会があるのが重要。（建設業）

・経営マインドを身につけさせることが重要。現代都市社会では、事業性が必須なので、大

学では、都市経営についてきちんと学んで欲しい。（情報・通信業）

・どの専攻に進むとしても、「過去の歴史から学ぶ」ことは重要である。国内外で文化財保

存を指導助言・技術移転を行う場面では、専門性の研鑽とあわせて「柔軟な思考力・対応

力」が強く求められる。インターンシップや社会活動・ボランティア活動や、国際的視野

を持つ機会充実（単位化）が期待される。（独立行政法人）
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・大学教育としては自分の専門をしっかり確立していることも重要。（建設業）

・そもそも現代社会ではリスクコミュニケーションが必要とされている。その点でリスクマ

ネジメントの概念を身につけておくことは基本的に重要。リスクマネジメントにおいて

は、全体のバランスを理解したトレードオフの概念を持っていることが必要。（情報・通

信業）

・マネジメント能力のある人材を輩出してほしい。異なる環境の者が集まる部活動のような

中で培った方がよい。（建設業）

・ひとつの共通テーマを通して、さまざまに関わる専門分野がどのようなものであるかを学

ぶものがあるとよい。たとえば、横浜のまちづくり事例をテーマとして取り上げ、これに

関わる様々な専門（個別の建築計画（意匠・構造・設備）や都市計画を行う立場、実施設

計・施工の立場、行政側の立場、企画やマネジメントの立場、スポンサーの立場）が関わ

って実現されるという事例を通して多くの役割を理解してもらうもの。（建設業）

【都市基盤学科】

・都市の存在が増している．気候変動，環境，災害リスクが都市に集中し，都市のマネジメ

ントが課題になっている．都市計画プランナーからエンジニアリングのインフラ整備，並

行的にコミュニティマネジメント・都市戦略が立てられるなどの全体が見える人材が必

要である(独立行政法人) 
・横浜を例にとると、「リスク」に崖の存在とその災害・居住地・生活へのリスクを考慮し

てほしい（地方自治体）。

・今後日本の人口が減少していく中で、海外に展開しないとせっかく築いた（インフラ）技

術が廃れてしまう。そうした大局的・長期的な視点から日本の進むべき道を論ずることが

できる人材を求める（重工業）。

・文化や価値観は国ごとに異なるので、欧米や日本でうまく機能しているシステムをそのま

ま持っていってもうまくいかず，その地域が何を求めているかをまず知ることから始め

る必要があり，その地域の価値観を理解し、ニーズを把握できる人材を求める（重工業）。

・インフラ整備を前提に都市づくりで社会要素をバランスよくまとめるには文系的な思考

を持った理工人材が必須になる (独立行政法人)
・土木工学の基礎学理はしっかりと学んでもらいたい（建設業清水建設(株)）。
・（巨大地震やゲリラ豪雨などの）自然災害等については，フィールドワーク等と結びつけ

てどんどんとやっていただきたい(建設業)． 
・これからの都市防災にはリモートセンシングや GIS が有用で，また新興国では排水・廃

棄物の視点が必要不可欠である(独立行政法人)
・歴史、文化の視点と、その連続性、形成史をよく理解した街づくりが重要と考える。それ
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らの視点をカリキュラムに活かしてほしい（地方自治体）。

・既に基盤施設の整った都市とこれから都市基盤を整備していく都市ではアプローチが異

なるはずで，その違いを理解し状況にあわせて柔軟にアプローチを変えることができる

思考を身に付けてほしい（重工業）

・インフラ輸出の際にその都市の要求を正しくつかみシステムに反映できるために，新興国

などの文化などをカリキュラムに取りいれてほしい（重工業）

【環境リスク共生学科】

・「今後、様々に相対するリスクを比較分析して最適な方法を考える方法やその際のステー

クホルダー同士の調整の方法などの開発が必要になると思います。特に、様々なカテゴリ

ーの異なる対象同士のリスクや価値を総合的に比較分析する手法の開発が求められてい

ると思います。考え方として、多様性オフセットや環境経済評価、ゲーム理論を基づく科

学的な合意形成手法の開発などの研究やそのような分析評価を手法を社会人になって、

仕事に活用できるような人材の育成がより一層求められるようになると感じています」

（財団法人）

・「理系分野を学んだ上で社会に対してアウトプットする能力を身につけた人材に期待」（地

方自治体）

・「生物多様性保全、生態リスクへの対処などにおいて、複雑な系の要点を理解し、工学的

なセンスをもってシンプルな分析ができることはとても重要」（国立研究開発法人）

・「我々行政が扱う課題は、単体で課題が発現されるものは非常に少なく、都市環境の中の

様々な要因が絡み合い課題となって発現しております。このような課題を解決する基本

的な姿勢として、一つ一つの要因の理解に努めることや、幅広い視野を持った人材は有用

であると考えるためです」（地方自治体）

・「ヒトと都市、生態系、地球をつなぐスキルを有し、様々な課題に対して適切な解決策を

用意できる教育に期待」（建設業）

・「フィールド科学と GIS（地理情報システム）などのコンピュータサイエンスを組み合わ

せた教育が必要」（製造業）

・「リスクを科学的にとらえる数理的思考と，ヒト・社会と対話できる社会的思考力を合わ

せ持つ人材は世の中にまだ少なく貴重」（みずほ情報総研株式会社）

・「多様な関係者の意見をまとめあげる「デシジョンメイキング」の力や、複雑な議論を積

極的にリードする「ファシリテーター」としての力は不可欠なのではないかと個人的に感

じています」（地方自治体）

・「問題が起こっている現場で対象と人に向き合い、問題解決のために大学で何を学べばよ

いのか学生自身に考えてもらう機会があるといいと思います」（国立研究開発法人）
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資料９ 要望書(神奈川県、YGEP) 
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